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日本共産党の代表質問   

６月議会で日本共産党米子市議団を代表して、石橋佳枝議員が１６項目にわ

たり質問をしました。追及質問を行った４項目について報告します。 

 生活保護を改悪せず、いのちを守れ 

 長引く不況で生活保護の必要な人は増え続けていますが、生

活保護基準以下の収入の人の約２割しか保護を受けていませ

ん。保護費は食費で精一杯で、日用品や被服にはほとんど回っ

ていません。保護費の引き下げはすべきではないという質問

に、市長は「国の審議を見守る」というのみでした。 

 申請書に各種書類の添付を義務付けるというが、どんな書類

か、という質問には福祉保健部長が、「これまで申請時に書い

て頂いていた書類以上に新しい添付書類を増やすものではな

い」と答えました。 

 誰もが必要な医療を受けられる国民健康保険に 

 国民健康保険は社会保障であり財源を保証するのは国の責任

です。ところが国庫負担を削減したため、払いたくても払えな

い保険料となっています。もともと低所得者が対象の制度で、

不況と不安定雇用でさらに収入が落ち込み滞納が増えています。 

 石橋議員は、払える保険料とするために、市の一般財源から

繰り入れしながら、国庫負担を増やせと国に強く求めよと質

問。市長は、全国市長会を通し国に財政負担を求めている、副

市長は一般財源の繰り入れは状況によって考えると答えま

した。 

 また市は、生活保護受給者に、保護申請する前の国民健康保

険料の滞納分を、生活費ぎりぎりの保護費から分納することを

押し付けています。国税徴収法、地方税法の滞納処分を停止す

る３条件から見ても、生活保護法の課税禁止・差し押さえ禁止

に照らしても不当です。 

 誰でも使える介護保険へと大元からの見直しを 

 時間短縮は止めるべきという石橋議員に福祉保健部長は、

「実態を踏まえた見直しで適正」と答えました。しかし介護現

場を知らない企業コンサルタントの調査をもとにした制度改定

は実態に合わないと関係者は怒っています。米子市は要介護者

の生活を支える制度に変えるよう国に声をあげるべきです。 
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 介護保険は見直しの度に保険料を引き上げ、サービスは重点

化・効率化と、重度の要介護者に絞り軽度の要介護者は対象か

ら外す動きを強めています。昨年度の改悪により訪問介護の時

間が短縮され、在宅で暮らす人の生活の手段が削られました。

「時間内に洗濯・買い物終わらない」「話も聞いてあげられな

い」とヘルパーや利用者から悲鳴が上がっています。 

６月議会 

入所も保育内容も親の責任 

 「子ども・子育て支援事業」 

 

 米子市子ども・子育て会議条例が可決されました。

「税と社会保障の一体改革」の一端で、保育における国

と自治体の責任を後退させ、企業参入の幅を広げます。 

 保育所増やさず「特定地域事業」で 

 新制度の「特定地域事業」は、これまで保育所不足の

間に合わせだった、無認可保育所、小規模託児所、家庭

内保育、子守などを制度化するものです。 

 企業参入を容易に、規制を緩和 

 原発ただちにゼロに 

 福島原発事故は溶融した炉心を冷やし続けるため、増え続け

る汚染水が漏れる大事故が起こり、汚染水を入れるタンクの増

設も限界です。収束には程遠い現状です。 

【石橋】市長は原発事故が収束したと考えられているか。政府

は「収束宣言」を撤回し、収束と廃炉を急ぐべきではないか。 

【市長】安倍政権は収束したといえる状況にないという見解。 

【石橋】それでは、原発は再稼働すべきではなく、他国に原発

の売り込みをするのはやめるべきではないか。 

【市長】新しい規制基準に基づき安全性を判断して頂きたい、

と答弁。 しかし新しい規制基準には、過酷事故を想定しなが

ら抜本的な規制はありません。 

 企業参入のために保育所の基準が引き下げられる恐れがあります。園庭の有無、非

常階段の数、子ども一人分の面積の基準など引き下げれば、安全やいのちが脅かされます。 

  長時間保育と短時間保育 

 保護者の就業時間等により、必要度を認定し、長時間保育と短時間保育に振り分け

ます。子どもの生活を切り刻み、安心して育つ環境が保障出来ません。また、事業者

と保護者の直接契約となり、収入により入れる保育所や受ける保育の内容に格差が広

がります。 

  拙速な準備やめよ 

 国は基本指針や制度の全体像、また地域のニーズ調査の内容など明らかにしないま

ま、準備を急がせています。この「子ども・子育て支援事業」は中止すべきです。そ

して拙速な準備に踏み出すべきではという考えから、市議団はこの条例制定に反対し

ました。 
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日本共産党生活相談所  

電話・Ｆａｘ ３２－５５９０ 

米子市富士見町１３６ 

岡村えいじ ℡ ２９－３４７５ 

  ブログ http://jcpy.sakura.ne.jp/o/ 

松本 松子 ℡ ５６－２５０４ 

  ブログ http://jcpy.sakura.ne.jp/m/ 

石橋よしえ ℡ ２８－７５９８ 

  ブログ http://jcpy.sakura.ne.jp/i/ 

   ○賛成  ×反対 ①  ②  ③  ④ ⑤ 

共産党共産党共産党共産党    

石橋石橋石橋石橋    佳枝佳枝佳枝佳枝    × × ○ ○ ○ 

岡村岡村岡村岡村    英治英治英治英治    × × ○ ○ ○ 

松本松本松本松本    松子松子松子松子    × × ○ ○ ○ 

蒼生会   

岩崎 康朗 ○ ○ × × × 

尾沢 三夫 ○ ○ × × × 

野坂 道明 ○ ○ × × × 

松田  正 ○ ○ × × × 

湯浅 敏雄 ○ ○ × × × 

渡辺 穣爾 ○ ○ × × × 

渡辺 照夫 ○ ○ × × × 

よなご会議   

伊藤ひろえ ○ ○ ○ × ○ 

稲田  清 ○ ○ × × × 

岡本 武士 ○ ○ ○ × × 

国頭  靖 ○ ○ × × × 

小林 重喜 ○ ○ × × × 

西川 章三 ○ ○ ○ × × 

矢倉  強 ○ ○ × × × 

公明党 

笠谷 悦子 ○ ○ × × × 

原  紀子 ○ ○ × × × 

安木 達哉 ○ ○ × × × 

安田  篤 ○ ○ × × × 

一院ク 遠藤  通 ○ ○ ○ × × 

市民派 中川 健作 

仁 

中田 利幸 ○ ○ × × × 

三鴨 秀文 ○ ○ × × × 

ムスカリ 門脇 邦子 ○ ○ ○ × ○ 

コモンズ 杉谷第士郎 ○ ○ × × × 

虹 山川 智帆 ○ ○ × ○ × 

新政会 松井 義夫 議 長   

信 藤尾 信之 ○ ○ × × × 

欠席 

① 米子市子ども・子育て会議条例の制定について 

② 米子市下水道条例の一部を改正する条例の制定

について 

③ 日本のＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉への参加

反対を求める陳情書 

④ 年金２．５％の削減中止を求める陳情 

⑤ 日本軍「慰安婦」問題の早期解決のための法制

定を求める陳情書 

議案・陳情などに対する議員の態度 
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し

た

こ

と

に

よ

り

、

支

給

額

を

引

き

下

げ

た

自

治

体

も

生

ま

れ

て

い

ま

す

。

米

子

市

も

援

助

を

受

け

る

認

定

基

準

を

、

そ

れ

ま

で

の

「

生

活

保

護

基

準

の

一

・

三

倍

」

だ

っ

た

も

の

を

「

一

・

二

倍

」

に

狭

め

て

し

ま

い

ま

し

た

。 

 

ま

た

、

新

入

学

用

品

費

や

学

用

品

費

を

県

内

他

市

で

は

国

が

示

す

基

準

通

り

支

給

し

て

い

ま

す

が

、

米

子

市

は

半

額

で

す

。 

下水道使用料の大幅な引き上げ    使用量少ない家庭ほど負担増 


